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　現在、村では新庁舎建設計画の見直し作業を進めており、庁舎建設特別委員会（村議会）な
どの検討・協議を経て、３つの代替案に絞り込みました。その後、これら代替案について課題
などの条件整理や建物の配置計画、概算事業費などを検討し、各代替案の検討結果を取りまと
めました。
　つきましては、新庁舎建設にかかる住民アンケート、およびこれに関する住民説明会を次の
とおり実施します。皆さんのご理解・ご協力をよろしくお願いします。

【住民アンケート概要】
１．名　　称　新庁舎建設にかかる住民アンケート
２．対 象 者　平成28年12月31日現在の住民基本台帳に登録されている15歳以上の男女
　　　　　　　男：2,373人　女：2,659人　計：5,032人　世帯数：2,352世帯
３．調査期間　２月17日（金）～27日（月）当日消印有効
４．配付及び回収方法　郵送調査・郵送回収
５．調査項目　①回答者の属性、②代替案の選定

（１）新庁舎建設にかかる住民アンケート

〈問い合わせ〉人事財政課地域戦略室

【３つの代替案】
代替案①「くすのきホールを改修し、新庁舎に転用」
代替案②「現庁舎の位置で建替え」
代替案③「保健センターを改修し、新庁舎に転用」

（２）住民アンケートに関する住民説明会

日　程 旧小学校区 会　　　　　場 時　　間

２月10日（金） 旧 小 吹 台 小 学 校 区 千 早 小 吹 台 小 学 校 体 育 館 ＰＭ７時00分受付
ＰＭ７時30分開始

２月11日（土）
旧 赤 阪 小 学 校 区 くすのきホール２階会議室 ＰＭ１時30分受付

ＰＭ２時00分開始

旧 多 聞 小 学 校 区 千 早 老 人 憩 い の 家 ＰＭ６時00分受付
ＰＭ６時30分開始

２月12日（日）
旧 千 早 小 学 校 区 旧 千 早 小 学 校 体 育 館 ＰＭ１時30分受付

ＰＭ２時00分開始

全 域 くすのきホール２階会議室 ＰＭ６時00分受付
ＰＭ６時30分開始

特集⑥村民の生命と暮らしを守る　新庁舎をめざして

新庁舎建設にかかる住民アンケート
および住民説明会を実施します
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選　
　
　

挙

千
早
赤
阪
村
議
会
議
員
選
挙

４
月
23
日（
日
）投
票

　

５
月
８
日
任
期
満
了
に
よ
る
千
早
赤
阪
村

議
会
議
員
選
挙
の
日
程
は
、
平
成
28
年
12
月

２
日
に
開
か
れ
た
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
い

て
次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

３
月
22
日（
水
）
午
後
１
時
30
分
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

◆
告
示
日
（
立
候
補
受
付
）

日
時　

４
月
18
日（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

◆
投
票
日

日
時　

４
月
23
日（
日
）

　
　
　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

◆
開
票
日

日
時　

４
月
23
日（
日
）
午
後
９
時
～

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
会
議
室

〈
問
い
合
わ
せ
〉
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

応
募
状
況
な
ど
に
よ
り
希
望
に
添
え
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

※�

立
会
人
を
依
頼
す
る
人
に
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
局
か
ら
連
絡
し
ま
す
。

〈
応
募
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
５-

８
５
０
１
（
住
所
不
要
）

　

千
早
赤
阪
村
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

後
期
高
齢
者
医
療

一
定
の
障
害
の
あ
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
も

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
で
き
ま
す

　

65
歳
か
ら
74
歳
の
人
で
、
次
の
①
か
ら
④

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
は
、
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
障
害
認
定
の
申

請
を
し
、
認
定
を
受
け
る
と
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
現
在
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
の
脱
退
の

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
）

①�

国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る
障
害
年
金

１
・
２
級
の
人

②�

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
・
３
級
お
よ
び

４
級
の
一
部
の
人

③�

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
・
２
級
の

人
④
療
育
手
帳
Ａ
の
人

　

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し

て
い
る
65
歳
か
ら
74
歳
の
人
は
、
75
歳
の
誕

生
日
ま
で
で
あ
れ
ば
撤
回
（
資
格
喪
失
）
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
住
民
課
（
後
期
高
齢
）

・�

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
資
格

管
理
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
２
８

投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す

　

若
者
の
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
、

選
挙
の
投
票
立
会
人
を
募
集
し
ま
す
。

投
票
立
会
人
の
役
割　

選
挙
の
と
き
に
、
投

票
所
で
投
票
が
公
平
・
公
正
に
行
わ
れ
て
い

る
か
を
立
ち
会
い
ま
す
。

立
会
時
間

・
投
票
立
会
人　

　

午
前
７
時
～
午
後
８
時

　
（
午
前
６
時
30
分
集
合
）

・
期
日
前
投
票
立
会
人

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

立
会
場
所　

村
内
の
投
票
所

対
象　

�

村
内
在
住
の
18
歳
か
ら
20
歳
代
の
有

権
者

報
酬　

１
万
８
０
０
円
（
投
票
立
会
人
）

　
　
　

９
６
０
０
円（
期
日
前
投
票
立
会
人
）

定
員　

各
投
票
所
に
１
人

応
募
方
法　

投
票
立
会
人
登
録
申
込
書
（
村

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

だ
さ
い
）
に
、
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・

性
別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

公共施設のごあんない

千早赤阪村役場� ……☎�0081
小吹台連絡所� ………☎�7600

防災行政無線テレホンガイド�
� ………☎�1388

くすのきホール（教育委員会事務局）
•教育課… ……………☎�1300
村立郷土資料館� ……☎�1588
B&G海洋センター�……☎�7183
学校給食センター�……☎�1112
いきいきサロン
•やまゆり… …………☎�7005
•くすのき… …………☎�1705
保健センター
•健康福祉課… ………☎�0069
•村国保診療所… ……☎�0038
•村社会福祉協議会………☎�0294
金剛山ロープウェイ
•千早駅… ……………☎�0128
村営宿泊施設
•香楠荘… ……………☎�0321
富田林市消防署
千早赤阪分署� ………☎�1755

※�各施設の休館日については
お問い合わせください。

3



　集団検診は日程が合わないなどの理由からがん検診を受けたことがない人もいるのではないでしょうか。
　個別検診は下記の医療機関で受診できるため、ご自身のライフスタイルに応じた受診が可能です。村では一人で
も多くの人にがん検診を受診していただけるように無料化し、大腸がん・子宮頸がん・乳がん検診を個別で受けら
れるようにしています。
　今年度４月以降に、がん検診を受けていない人は、この機会にぜひ検診を受けてください。
　なお、受診にあたっては、事前に保健センターに申し込みが必要です。

●個別検診【検診実施期間：いずれも３月31日（金）まで】 受診料：無料

〈予約・申し込み・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）☎�0069（直通）・�0081（代表）

　

住
民
課
（
環
境
衛
生
）

福
祉
医
療

一
部
自
己
負
担
額
を
軽
減
し
ま
す

　

老
人
医
療
（
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部

助
成
）
医
療
証
（
黄
色
）、
障
が
い
者
医
療

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）、
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

証
（
桃
色
）、
子
ど
も
医
療
証
（
う
す
橙
色
）

を
お
持
ち
の
人
は
、
１
医
療
機
関
あ
た
り
１

日
に
つ
き
最
大
５
０
０
円（
月
２
日
を
限
度
、

入
通
院
・
歯
科
別
）
を
医
療
機
関
の
窓
口
で

お
支
払
い
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
１
か

月
の
間
に
医
療
機
関
へ
支
払
っ
た
一
部
自
己

負
担
額
が
『
２
５
０
０
円
』
を
超
え
た
と
き

は
、
申
請
に
よ
り
超
過
分
を
支
給
し
ま
す
。

　

な
お
、
領
収
書
が
な
い
と
支
給
で
き
ま
せ

ん
。
医
療
機
関
で
一
部
自
己
負
担
額
を
支

払
っ
た
と
き
は
、
必
ず
領
収
書
な
ど
を
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

１
か
月
の
間
に
医
療
機
関
の
窓
口
で
支

払
っ
た
額
の
わ
か
る
も
の
（
領
収
書
な
ど
）・

印
鑑
・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の
・
医
療
証

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

住
民
課
（
福
祉
医
療
）

健　
　
　

康

予
防
接
種
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

　

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
２
期
予
防
接
種

の
今
年
度
の
対
象
者
が
無
料
で
接
種
で
き
る

期
間
は
３
月
末
日
ま
で
で
す
。

　

今
年
度
の
対
象
者
は
平
成
22
年
４
月
２
日

～
平
成
23
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
で
す
。

　

４
月
以
降
に
接
種
し
て
も
無
料
に
は
な
り

ま
せ
ん
の
で
、
過
去
に
麻
し
ん
風
し
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
な
い
人
は
、
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

大 腸 が ん

対 象 者 受診日現在40歳以上の人

実施医療機関 村国保診療所（保健センター内・千早診療所）・植田診療所の３か所

内　 � � 容 問診・便潜血検査

乳 が ん

対 象 者 受診日現在、40歳以上の和暦で奇数年生まれの人

実施医療機関 富田林病院・いぬいクリニックの２か所

内　 � � 容 問診 ･視触診 ･マンモグラフィ検査（40歳代は２方向、50歳以上は１方向撮影）

子宮頸がん

対 象 者 受診日現在、20歳以上の和暦で奇数年生まれの人

実施医療機関 富田林病院・あやレディースクリニック・斉藤ウィメンズクリニック
澤井産婦人科・たけい産婦人科・山村医院の６か所

内　 � � 容 問診・視診・内診・子宮頸部細胞診・（子宮体部細胞診は必要な人のみ実施可能）

個別がん検診 か？
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「
健
や
か
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部

～
め
ざ
せ
！
10
歳
若
返
り
～
」

参
加
者
募
集

　

健
康
な
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生

活
の
食
事
や
運
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
教
室
で

す
。
か
ら
だ
の
内
側
か
ら
美
し
く
若
返
り
ま

し
ょ
う
。

　

２
月
の
実
施
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

●
栄
養
・
運
動
の
お
さ
ら
い

「
教
室
の
ま
と
め
」

栄
養
講
義

・
普
段
の
食
生
活
を
振
り
返
っ
て

運
動
実
技

・
健
康
な
毎
日
を
送
れ
る
た
め
の
運
動
と
は

日
時　

２
月
14
日（
火
）
午
前
10
時
～
正
午

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー

対
象　

40
歳
～
64
歳
の
人

定
員　

15
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

ま
す
。）

費
用　

初
回
３
０
０
円
、
２
回
目
以
降
１
５

０
円

申
し
込
み
方
法　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、

ま
た
は
窓
口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

１
コ
ー
ス
７
回
の
講
座
で
す
が
、
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
１
回
の
み
の
参
加
も
可
能

で
す
。
今
年
度
は
２
月
が
最
終
回
に
な
り
ま

す
。

※�

コ
ー
ス
内
容
は
村
に
問
い
合
わ
せ
る
か
、

村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※�

テ
ー
マ
や
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�

参
加
決
定
者
に
は
詳
し
い
内
容
を
後
日
送

付
し
ま
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
症
状
が
現
れ
に
く
く
、

気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
へ

と
進
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

検
診
を
受
け
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間　

３
月
31
日（
金
）ま
で

場
所　

次
の
委
託
医
療
機
関

・
村
国
保
診
療
所
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

・
村
国
保
千
早
診
療
所

・
や
す
ら
ぎ
会　

植
田
診
療
所

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

対
象
者　

次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
平
成
28
年
度
中
に
満
40
歳
と
な
る
人

②�

平
成
28
年
度
中
に
満
41
歳
以
上
で
過
去
に

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
に
相
当
す
る
検
診
を

受
け
た
こ
と
が
な
い
人

③�

平
成
28
年
度
に
満
41
歳
以
上
で
、
特
定
健

康
診
査
な
ど
に
お
い
て
肝
機
能
検
査
に
異

常
が
あ
る
人

内
容　

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
血
液
検
査
で

次
の
項
目
に
つ
い
て
検
査
し
ま
す
。

①
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

②
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

受
診
料　

無
料

申
込
期
間　

３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
委
託
医
療
機
関

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
平
成
28
年

４
月
１
日
現
在
40
歳
の
人
で
、
４
月
末
に
個

別
郵
送
し
た
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
の
案
内
・

受
診
券
・
問
診
票
を
お
持
ち
の
人
は
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課　
（
健
康
）

成
人
歯
科
健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

　

歯
の
損
失
は
、
物
が
食
べ
に
く
い
、
会
話

が
不
明
瞭
に
な
る
な
ど
、
健
康
で
明
る
く
豊

か
な
生
活
を
送
る
う
え
で
大
き
な
影
響
が
あ

り
ま
す
。
歯
周
疾
患
は
初
期
に
は
自
覚
症
状

が
乏
し
く
放
置
さ
れ
が
ち
で
す
。
早
い
時
期

に
歯
磨
き
の
状
況
や
口
の
中
の
健
康
状
態
を

確
認
し
、
む
し
歯
や
歯
周
病
の
予
防
を
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

検
診
実
施
期
間　

３
月
31
日（
金
）ま
で

時
間　

各
医
療
機
関
の
診
療
時
間
内

場
所　

村
指
定
医
療
機
関

　
　
　
（
富
田
林
歯
科
医
師
会
管
内
）

対
象　

平
成
28
年
４
月
１
日
現
在

　
　
　

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
人

内
容　

問
診
・
口
腔
内
診
査
・
結
果
説
明

受
診
料　

無
料

申
し
込
み
期
間　

３
月
24
日（
金
）ま
で

受
診
方
法

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診
券
な
ど

を
送
付
し
ま
す
。
そ
の
後
、
歯
科
医
院
に
電

話
で
予
約
し
、
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

健
康
福
祉
課
（
健
康
）
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税

村
・
府
民
税
の
申
告
期
間
は

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
で
す

　

村
・
府
民
税
の
申
告
受
付
は
次
の
と
お
り

で
す
。

※�

１　

下
東
阪
老
人
憩
い
の
家
で
の
出
張
申

告
は
、例
年
と
時
間
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

２　

平
日
の
ご
都
合
が
つ
か
な
い
人
、
ご

家
族
・
ご
近
所
の
人
に
送
迎
し
て
い
た
だ

く
人
の
た
め
に
休
日
申
告
受
付
日
を
設
け

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
申
告
が
必
要
な
人

　

平
成
29
年
１
月
１
日
現
在
、
村
内
に
住
所

が
あ
り
、
平
成
28
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人

で
す
。
た
だ
し
、
給
与
所
得
者
で
、
す
で
に

勤
務
先
か
ら
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
人
、
ま
た
は
所
得
税
の
確
定
申
告
を

す
る
人
は
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
申
告
書
の
送
付

　

平
成
29
年
度
の
村
・
府
民
税
の
申
告
書
は

２
月
上
旬
に
郵
送
し
ま
す
。

　

対
象
の
人
は
昨
年
度
の
実
績
で
抽
出
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
送
付
し
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。
申
告
書
の
必
要
な
人
は
、
総

務
課
村
民
税
係
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

村
・
府
民
税
の
申
告
に
は
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
必
要
で
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
よ
り
、
平
成

29
年
度
の
村
・
府
民
税
申
告
手
続
き
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。

　

村
・
府
民
税
申
告
手
続
き
の
際
に
は
、

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
写
真
付
）

②�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
＋
運
転
免
許

証
な
ど
の
写
真
付
身
分
証
明
書

　

①
ま
た
は
②
が
本
人
確
認
書
類
と
し
て
必

要
で
す
。
役
場
で
は
、
申
告
へ
お
越
し
い
た

だ
い
た
人
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
調
べ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
ご
自
身
で
ご
準

備
の
上
、
申
告
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

納
税
相
談
を
行
い
ま
す

　

次
の
日
時
に
税
務
職
員
に
よ
る
納
税
相
談

を
行
い
ま
す
。
平
日
お
忙
し
い
人
は
利
用
く

だ
さ
い
。

○
日
時

　

３
月
12
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

○
場
所

　

役
場
１
階
総
務
課
（
税
務
）

○
内
容

　

税
金
の
納
税
に
関
す
る
相
談

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課
（
税
務
）

月　　日 時　　間 場　　所
受付
期間

２月16日（木）～
３月15日（水）

午前９時～
午後５時30分

役場総務課
税務担当

出張
申告
受付

２月20日（月） 午前９時30分～
正午 千早老人憩いの家

２月21日（火） 午前９時30分～
正午　※１ 下東阪老人憩いの家

２月22日（水） 午前９時30分～
午後４時30分

コミュニティホール
（千早小吹台小学校内）

休日
申告
受付

３月12日（日）
※２

午前10時～
午後４時

役場総務課
税務担当

◆
一
般
書

本
バ
ス
め
ぐ
り
ん
。�

（
大
崎
梢
）

ｉ�

（
西
加
奈
子
）

い
つ
か
の
夏�

（
大
崎
善
生
）

大
雪
物
語�

（
藤
田
宜
永
）

ｕ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ�

ｔ
ｈ
ｅ�

ｂ
ｒ
ｉ
ｄ
ｇ
ｅ

�

（
堂
場
瞬
一
）

告
白
の
余
白�

（
下
村
敦
史
）

土
の
記　

上
下�

（
高
村
薫
）

比
ぶ
者
な
き�

（
馳
星
周
）

セ
イ
レ
ー
ン
の
懺
悔�

（
中
山
七
里
）

う
き
世
櫛�

（
中
島
要
）

ク
ロ
ー
バ
ー
ナ
イ
ト�

（
辻
村
深
月
）

ト
コ
と
ミ
コ�

（
山
口
恵
似
子
）

あ
お
な
り
道
場
始
末�

（
葉
室
麟
）

草
花
た
ち
の
静
か
な
誓
い�

（
宮
本
輝
）

裏
関
ヶ
原�

（
吉
川
永
青
）

制
裁
女�

（
新
堂
冬
樹
）

◆
児
童
書

奈
良
時
代
の
サ
バ
イ
バ
ル�

（
細
雪
純
）

ノ
ラ
ネ
コ
ぐ
ん
だ
ん�

そ
ら
を
と
ぶ

�

（
工
藤
ノ
リ
子
）

え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル　
　

�

（
に
し
の
あ
き
ひ
ろ
）

◆
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
ー
の
お
知
ら
せ

　

蔵
書
点
検
で
、
廃
棄
す
る
本
を
有
効

に
活
用
す
る
た
め
、
無
料
で
希
望
者
に

譲
り
ま
す
。

　

１
人
５
冊
ま
で
で
す
。
な
く
な
り
次

第
終
了
し
ま
す
。

日
時　

２
月
21
日（
火
）～

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所　

図
書
室
前

〈
問
い
合
わ
せ
〉教
育
課　

☎
�
１
３
０
０
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住
民
課
（
環
境
衛
生
）

児
童
福
祉

２
月
は
児
童
手
当
の
支
払
い
月
で
す

　

10
月
分
か
ら
１
月
分
の
児
童
手
当
を
２
月

10
日（
金
）に
振
り
込
み
ま
す
。
受
給
し
て
い

る
人
は
、
口
座
へ
の
入
金
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

児
童
手
当
な
ど
の
支
給
月
額

・
０
歳
～
３
歳
未
満
（
一
律
）　

１
万
５
千
円

・
３
歳
～
小
学
校
修
了
前

　

１
万
円
（
第
３
子
以
降
は
１
万
５
千
円
）

・
中
学
生
（
一
律
）　

１
万
円

・
所
得
制
限
限
度
額
以
上
の
者

　

特
例
給
付
と
し
て
児
童
１
人
に
つ
き

　

一
律
５
千
円

※�

「
第
３
子
以
降
」
と
は
、
高
校
卒
業
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
）
の
養
育
し
て
い
る
児
童
の
う
ち
、

３
番
目
以
降
を
い
い
ま
す
。

注
意
事
項

　

住
所
、
児
童
数
な
ど
の
変
更
、
受
給
者
が

退
職
や
転
職
を
し
た
場
合
や
世
帯
で
の
生
計

中
心
者
が
変
更
（
離
婚
・
婚
姻
・
所
得
の
増

減
な
ど
）
に
な
っ
た
場
合
は
、
必
ず
届
け
て

く
だ
さ
い
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
の

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
福
祉
）

地域子育て支援センターの催し
　地域子育て支援センターは、村内で子育てをする人たちをさまざまな取り組みで応援する施設です。
専任の保育士が常駐していますので気軽に遊びに来てください。

〈予約・問い合わせ〉地域子育て支援センター ai ♡げんき（げんき保育園内）☎�7868

〈２月の予定〉〈開室日時：月～金曜日（祝日は休み）　午前９時～午後３時〉

日・曜日 時　　間 場　　所 内　　容

３ 金 ★ 午前10時～ 地域子育て支援センター 節分の集い
７ 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）

８ 水 ★ 午前10時～11時30分

地域子育て支援センター

フラワーアレンジメント教室
費用　１人1000円
持ち物　エプロン（必要な人）、持
ち帰り用の袋や手提げなど
定員　５組（先着順）

９ 木
午前10時30分～11時

なぐり描き
15 水 英語あそび・発育測定

16 木

午前10時～10時30分 げんき親子体操

★ 午前11時30分～

お試しランチ
費用　200円（お子様の分のみ）
持ち物　食事エプロン、スプーン、
フォークは園でも用意します。

21 火 午前10時～11時 いきいきサロンやまゆり前広場 ニコニコタイム（雨天中止）
23 木 午前10時30分～11時 地域子育て支援センター ひな人形作り

☆今月の一押し　�　フラワーアレンジメント教室　�プリザードフラワーでかわいいアレンジメントをしませんか？
　 　　　　　　　　　お子様は別室にて保育士がお預かりします。
のびのびげんきひろば
　自由に遊んだり、自由におしゃべりしたりして、親子で
のびのびしましょう。
日時　毎週月曜日（祝日などの場合は翌日の火曜日）
　　　午前10時～11時30分
場所　保健センター３階集団指導室

げんき広場（自由来園）
　自由に親子で遊びながら、お友達と交流しましょう。
日時　毎週月～金曜日　午前９時～午後３時

園庭開放
　園庭で自由に遊びましょう。
日時　毎週金曜日　午前９時～正午

子育て育児相談
•電話相談（毎週月～金曜日）午前９時～午後３時
•面接相談★

備考　�★マークは、事前に電話予約が必要です。催しで費用の記載のないものは無料です。雨天の場合や講師などの都
合で活動が中止または変更となる場合があります。詳しくは、ホームページや窓口にある『地域子育て支援センター
ai ♡げんきだより』をご覧ください。

平
成
28
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
11
期
（
２
月
分
）
の
納
期
限
は
、
２
月
28
日（
火
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
２
月
24
日（
金
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

介
護
保
険
料
の
納
付
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手
を
合
わ
せ
「
い
た
だ
き
ま
す
！
」
の

合
図
で
食
事
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
は

食
べ
物
の
命
を
い
た
だ
き
、
自
分
の
命
に

な
る
と
言
う
意
味
合
い
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
初
期
の
日
本
の
食
卓
と
い
え
ば
畳

の
部
屋
で
卓ち

ゃ

袱ぶ

台だ
い

を
囲
ん
で
い
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
そ
れ
ま
で
の
長
い
間
、
各

自
の
前
に
低
い
お
膳
（
箱
膳
）
を
置
い
て

食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
正

座
を
し
て
お
茶
碗
や
お
碗
な
ど
を
手
に

取
っ
て
食
べ
る
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
左
手

前
の
ご
飯
を
中
心
に
、右
手
前
の
味
噌
汁
、

奥
の
お
か
ず
に
手
を
伸
ば
し
や
す
い
よ
う

に
食
器
の
定
位
置
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ

と
も
納
得
し
ま
す
。
現
代
、
食
事
に
使
わ

れ
て
い
る
食
卓
テ
ー
ブ
ル
に
椅
子
と
い
う

様
式
は
欧
米
か
ら
伝
わ
っ
た
も
の
で
す
。

　

食
事
の
と
き
に
お
箸
を
使
う
の
は
世
界

で
も
ア
ジ
ア
の
国
々
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

和
食
の
文
化
も
世
界
的
に
有
名
で
、
広
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
純
粋
に
お
箸
だ
け

で
食
事
を
と
る
の
は
日
本
だ
け
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。正
し
い
お
箸
の
扱
い
方
や
、

お
茶
碗
を
持
つ
時
の
作
法
は
流
派
に
よ
っ

て
考
え
方
は
様
々
で
す
が
、
ま
ず
は
基
本

を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。

○�

肘
を
つ
か
な
い
。
音
を
さ
せ
て
食
べ
な

い
よ
う
に
気
を
つ
け
る
。

○�

器
を
持
っ
て
食
べ
る
。
た
だ
し
大
皿
や

魚
な
ど
が
入
っ
た
平
皿
は
持
ち
上
げ
な

い
。

○�

右
の
も
の
は
右
手
、
左
の
も
の
は
左
手

で
取
る
。
食
器
の
上
を
交
差
し
な
い
。

○�

料
理
は
一
口
大
に
し
て
口
に
運
ぶ
。
一

寸
（
３
㎝
）
が
丁
度
良
い
大
き
さ
と
言

わ
れ
て
い
る
。

○�

焼
き
魚
や
刺
身
は
左
か
ら
食
べ
る
。
特

に
刺
身
は
、
淡
白
な
魚
か
ら
手
前
に
並

ん
で
い
る
。

○�

同
じ
お
か
ず
、
又
は
ご
飯
ば
か
り
食
べ

る
と
い
っ
た
「
ば
か
り
食
べ
」
は
し
な

い
。

　

作
法
ば
か
り
気
に
し
て
い
て
は
堅
苦
し

い
と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

作
法
は
一
緒
に
食
べ
る
人
の
た
め
で
も
あ

り
、
相
手
を
不
愉
快
に
さ
せ
な
い
た
め
の

心
づ
か
い
で
す
。
器
を
持
つ
こ
と
で
背
筋

が
伸
び
、
美
し
い
姿
勢
で
料
理
を
食
べ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
前
述
の
よ
う
な
作
法

を
自
然
に
で
き
る
の
は
素
敵
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
手
を
つ
け
た
も
の
は
、
残
さ

ず
綺
麗
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
最
後

に
手
を
合
わ
せ
、
作
っ
て
く
れ
た
人
や
携

わ
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
の
気
持
ち

で
「
ご
ち
そ
う
さ
ま
で
し
た
。」
と
、
い

う
の
も
日
本
独
特
の
習
慣
で
す
。

（
健
康
福
祉
課　

管
理
栄
養
士
）

介　
　
　

護

高
齢
者
の
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
申
請

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
持
っ
て
い
る
人

は
、
所
得
税
や
村
府
民
税
の
障
害
者
控
除
ま

た
は
特
別
障
害
者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
現
在
、
65
歳
以
上
で
こ
れ
ら
の
手

帳
を
持
っ
て
い
な
い
人
で
も
、
介
護
保
険
で

要
介
護
認
定
を
受
け
要
介
護
１
以
上
で
認
知

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
が
Ⅱ
以
上
、

ま
た
は
、
障
害
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度

（
寝
た
き
り
度
）
が
Ａ
以
上
の
人
は
、
障
害

者
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の

障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
確
定
申

告
の
際
に
認
定
証
が
必
要
で
す
の
で
役
場
健

康
福
祉
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課
（
高
齢
介
護
）

そ
の
他
の

　
お
知
ら
せ

大
学
通
信
教
育
合
同
入
学
説
明
会

　

大
学
通
信
教
育
の
一
層
の
普
及
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
通
信
教
育
を
行
っ
て
い
る

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
に
よ
る
合
同
入

学
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

目
的　
（
１
）
大
学
通
信
教
育
に
対
す
る
社

会
の
認
識
と
理
解
を
啓
発
す
る
（
２
）
入
学

を
希
望
す
る
者
に
対
す
る
希
望
大
学
の
教
育

内
容
の
説
明
と
学
習
相
談

日
時　

１
回
目　

２
月
５
日（
日
）
午
前
11

時
～
午
後
４
時
、
２
回
目　

２
月
18
日（
土
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時　

参
加
申
し
込
み
不

要
・
入
場
無
料
・
入
退
場
自
由

場
所　

梅
田
ス
カ
イ
ビ
ル　

タ
ワ
ー
ウ
エ
ス

ト
10
階
（
ア
ウ
ラ
ホ
ー
ル
）
大
阪
市
北
区
大

淀
中
１-

１

参
加
校　

http://w
w
w
.uce.or.jp/　

合
同

入
学
説
明
会
よ
り
確
認
く
だ
さ
い
。

対
象　

一
般
お
よ
び
高
校
生

内
容　

各
大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
別
の

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
参
加
者
は
希
望
す

る
大
学
の
教
職
員
か
ら
講
義
内
容
・
学
習
方

法
・
受
講
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
、
直
接
相

談
を
受
け
る
。
参
加
者
に
は
大
学
通
信
教
育

の
概
要
、
学
習
方
法
、
開
設
学
科
一
覧
、
取

得
で
き
る
教
員
免
許
・
資
格
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
小
冊
子『
大
学
通
信
教
育
ガ
イ
ド
』

（
大
学
・
短
大
編
）（
大
学
院
編
）を
配
付
す
る
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
〒
１
１
３-

０
０
３
３　

東

　

�

京
都
文
京
区
本
郷
２-

27-

16　

大
学
通
信

教
育
ビ
ル
４
階　

公
益
財
団
法
人　

私
立

大
学
通
信
教
育
協
会　

☎
03（
３
８
１
８
）

３
８
７
０　

03（
５
８
０
３
）９
９
３
９

『
和
食
の
作
法
』

●

●

健康ちはやあかさか21
イメージキャラクター
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社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
お
知
ら
せ

寄　
　

付

　

ご
芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の
た
め
に

有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
Ｊ
Ａ
大
阪
南
女
性
会
千
早
赤
阪
支
部

　

２
万
円

　

金
剛
山
の
里　

棚
田
夢
灯
り
＆
収
穫
祭

　

２
０
１
６
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
�
０
２
９
４

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動
に
は
、
皆
さ

ん
の
温
か
い
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◎
募
金
総
額　
　
　

１
４
９
万
２
２
６
１
円

　
（
内
訳
）

●
戸
別
募
金　
　
　

１
４
７
万
９
１
０
０
円

●
法
人
募
金　
　
　
　
　

１
万
３
１
６
１
円

　

こ
の
歳
末
募
金
を
次
の
と
お
り
配
分
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◎
配
分
総
額　
　
　

１
４
９
万
２
２
６
１
円

　
（
内
訳
）

　

ね
た
き
り
高
齢
者
見
舞
金　
　
　

９
万
円

　

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会　
　
　
　
　

10
万
円

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会　
　

６
万
円

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
　
　

３
万
円

　

地
区
福
祉
委
員
会
（
３
委
員
会
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

45
万
円

　

地
域
福
祉
活
動
強
化
事
業

　

�（
各
地
区
（
自
治
会
）
の
世
代
間
ふ
れ
あ

い
事
業
経
費
な
ど
）�

76
万
２
２
６
１
円

自
動
車
の
登
録
手
続
は
お
早
め
に

お
持
ち
の
自
動
車
で
、
名
義
変
更

や
廃
車
の
手
続
な
ど
が
済
ん
で
い

な
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

毎
年
、
年
度
末
に
あ
た
る
３
月
は
、
自
動

車
の
登
録
手
続
が
１
年
中
で
最
も
集
中
し
ま

す
。

　

特
に
３
月
の
下
旬
は
登
録
窓
口
が
大
変
混

雑
し
、
手
続
に
何
時
間
も
か
か
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
登
録
の
手
続
な
ど
は
比

較
的
空
い
て
い
る
２
月
か
ら
３
月
の
中
旬
ま

で
に
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

自
動
車
の
登
録
手
続
は
自
動
車
の
使
用
の

本
拠
の
位
置
を
管
轄
す
る
運
輸
支
局
、
事
務

所
で
行
な
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

○
登
録
手
続
案
内

　

大
阪
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
８

　

な
に
わ
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
９

　

和
泉
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
６
０

　

自
動
音
声
案
内
は
24
時
間
ご
利
用
に
な
れ

ま
す
。

　

な
お
、
自
動
音
声
案
内
で
対
応
で
き
な
い

複
雑
な
事
例
な
ど
に
つ
い
て
は
、
最
終
的
に

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
対
応
（
開
庁
日
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）
す
る
シ

ス
テ
ム
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
運
輸
支
局

　

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
５
８

テ
ニ
ス
初
・
中
級
講
習
会

　

村
テ
ニ
ス
連
盟
で
は
、
初
心
者
・
中
級
者

を
対
象
と
し
た
第
59
回
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　

２
月
26
日（
日
）～
毎
週
日
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
～
（
全
８
回
）

場
所　

村
立
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

費
用　

５
千
円

受
付　

２
月
18
日（
土
）ま
で

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

中
野　

義
信　

　

☎
�
７
５
１
９

新規墓石工事、墓石建替え工事～墓じまい（お墓の引越し）まかせて安心！

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？

実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、

お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。

『お墓』について、ご一緒に考えませんか？お気軽にお問い合わせ下さい。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総
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富
田
林
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

申
告
と
納
税
は
、
お
早
め
に
！

○
申
告
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
28
年
分
の
所
得
税
の
申
告
は
３
月
15

日（
水
）ま
で
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
及
び

地
方
消
費
税
は
３
月
31
日（
金
）ま
で
で
す
。

　

富
田
林
税
務
署
の
確
定
申
告
会
場
は
「
す

ば
る
ホ
ー
ル
」（
富
田
林
市
桜
ケ
丘
町
２-

８
）

で
す
。
ま
た
、
会
場
の
開
設
期
間
は
２
月
16

日（
木
）か
ら
３
月
15
日（
水
）午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
で
す
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
２
月
19
日（
日
）お
よ
び
２
月
26
日

（
日
）は
開
設
し
ま
す
。）

※�

確
定
申
告
会
場
は
、
連
日
、
大
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
で
、
申
告
書

を
作
成
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

「
す
ば
る
ホ
ー
ル
」
で
は
、
納
付
手
続
、

納
税
証
明
書
の
発
行
お
よ
び
相
続
税
の
相

談
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

※�

申
告
受
付
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報
１

月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
に
つ
い
て

　

�　

国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ
ム
「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
は
、
自
宅
や
オ
フ
ィ
ス
な
ど
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
、
所
得

税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
、
消
費
税
、
贈

与
税
な
ど
の
申
告
や
、
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る

納
付
が
で
き
ま
す
。

　

�　

ま
た
、「
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
」
を
利
用
し
て
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申
告

を
行
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
①
添
付

書
類
（
医
療
費
の
領
収
書
や
源
泉
徴
収
票

な
ど
）
の
提
出
省
略
、
②
還
付
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
ど
書
面
に
よ
る
申
告
に
比
べ
て

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
大
変
便
利
な
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
国
税
庁
、
ｅ-

Ｔ
ａ

ｘ
ま
た
は
確
定
申
告
で
検
索
）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

○ 

年
金
所
得
者
の
申
告
手
続
の
簡
素
化
に
つ

い
て

　

�　

公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
を
有
す

る
人
で
、
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公
的

年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所
得
金

額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に
は
、
所

得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
に
つ
い
て
確

定
申
告
書
の
提
出
は
不
要
で
す
。

※�

こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
医
療
費
控
除
な

ど
に
よ
る
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
確
定
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定
申

告
が
不
要
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
各
種
所

得
控
除
を
受
け
る
た
め
に
住
民
税
の
申
告

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。（
年

金
か
ら
天
引
き
さ
れ
た
も
の
以
外
に
健
康

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
な
ど
）

○ 

記
帳
義
務
・
記
録
保
存
義
務
の
拡
大
に
つ

い
て

　

�　

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
事
業
所
得
、
不

動
産
所
得
ま
た
は
山
林
所
得
を
生
ず
べ
き

業
務
を
行
な
う
全
て
の
人
（
所
得
税
及
び

復
興
特
別
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な
い

人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。）
は
、
平
成
26

年
１
月
か
ら
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

富
田
林
税
務
署　

☎
㉔
３
２
８
１

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
高
額
療
養
費
」

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
の
た
め
に

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
12
月
に
診

療
を
受
け
た
分
の
高
額
療
養
費
の
振
り
込
み

は
３
月
末
に
行
う
予
定
で
す
。

　

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
な
ど
の
た
め
に
、

事
前
に
12
月
診
療
分
の
高
額
療
養
費
支
給
見

込
み
額
が
必
要
な
人
は
、
２
月
下
旬
以
降
に

広
域
連
合
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
見
込
み
額
で
の
回
答
と
な
り
ま

す
の
で
、
修
正
申
告
の
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

　

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
給
付
課

　

☎
06（
４
７
９
０
）２
０
３
１

国
民
年
金
保
険
料
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替
で
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が
自

動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機
関
な

ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納
め
忘
れ

も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険
料

を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、

月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現
金

納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６
カ
月
前
納
・

１
年
前
納
・
２
年
前
納
も
あ
り
大
変
お
得
で

す
。

　

口
座
振
替
を
希
望
の
人
は
、
納
付
書
ま
た

は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を

持
参
の
上
、
希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金

事
務
所
へ
申
し
出
く
だ
さ
い
。

※�

６
か
月
前
納
（
４
月
～
９
月
分
）
・
１
年

前
納
（
４
月
～
翌
年
３
月
分
）
・
２
年
前

納
（
４
月
～
翌
々
年
３
月
分
）
の
申
し
込

み
期
限
は
毎
年
２
月
末
ま
で
で
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

・
天
王
寺
年
金
事
務
所

　

☎
06（
６
７
７
２
）７
５
３
１

・
住
民
課
（
国
民
年
金
）
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の
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
す
。
土

曜
日
も
休
み
に
な
り
、
ゆ
と
り
の
中
で
生
き

る
力
を
育
て
よ
う
と
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
三

年
の
調
査
で
順
位
を
下
げ
学
力
低
下
が
話
題

と
な
っ
た
国
際
的
な
学
力
調
査（
Ｐ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）

は
、
こ
の
改
訂
が
功
を
奏
し
て
か
、
い
わ
ゆ

る
「
ゆ
と
り
世
代
」
の
子
ど
も
た
ち
は
、
世

界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。
今
年
二

一
歳
に
な
る
人
た
ち
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
末
に
中
央
教
育
審
議
会
が
答

申
を
出
し
ま
し
た
の
で
、
学
習
指
導
要
領
が

改
訂
に
な
り
ま
す
。
自
然
離
れ
・
生
活
習
慣

の
変
化
→
新
教
科
等
の
誕
生
→
国
際
的
な
学

力
の
低
迷
→
回
復
な
ど
、
教
育
は
す
ぐ
に
成

果
が
表
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

社
会
の
ニ
ー
ズ
、
測
定
方
法
、
基
準
な
ど
に

よ
っ
て
も
評
価
が
変
わ
り
ま
す
。
現
に
、「
脱

ゆ
と
り
」
な
ど
と
騒
ぎ
立
て
た
結
果
（
Ｐ
Ｉ

Ｓ
Ａ
二
〇
一
五
）
は
、
順
位
と
得
点
の
低
下

で
し
た
。
今
回
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
は
、

二
〇
三
〇
年
頃
の
社
会
を
見
据
え
、
そ
の
社

会
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
の
あ
り
方

を
考
え
た
も
の
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
地

域
社
会
の
創
生
、
持
続
可
能
な
社
会
な
ど
、

現
代
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
未
来
を
託

す
子
ど
も
た
ち
に
今
必
要
な
教
育
や
学
力
と

は
い
っ
た
い
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
み
な
さ
ん
は
タ
オ
ル
を
正
し

く
絞
れ
ま
す
か
？

　

さ
て
、
次
の
文
章
は
、
い
つ
頃
書
か
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。

　

便
利
な
時
代
と
は
い
え
、
随
分
な
言
わ
れ

よ
う
で
す
。
し
か
し
正
解
は
、
四
半
世
紀
前

の
一
九
九
一（
平
成
三
）年
で
す
。「
生
活
科
・

徹
底
Ｑ
＆
Ａ
」（
一
九
九
一
、
日
本
放
送
協

会
出
版
）
と
い
う
教
師
用
の
テ
キ
ス
ト
の
中

に
、
当
時
の
文
部
省
の
「
児
童
の
日
常
生
活

に
関
す
る
調
査
（
昭
和
五
九
年
）」
の
結
果

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
国
の
教
育
の
基
準
で

あ
る
学
習
指
導
要
領
が
改
訂
さ
れ
、
小
学
校

一
年
生
、
二
年
生
の
社
会
科
・
理
科
が
廃
止
、

新
し
く
「
生
活
科
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ

の
理
由
の
一
つ
が
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然
離

れ
・
生
活
習
慣
の
変
化
で
し
た
。
一
九
八
〇

年
代
は
携
帯
型
ゲ
ー
ム
機
が
流
行
し
、
子
ど

も
た
ち
の
遊
び
も
変
容
し
ま
し
た
。
こ
う
し

て
、「
新
し
い
教
育
」
を
受
け
た
人
た
ち
は
、

今
年
、
三
一
歳
に
な
り
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
は
、
概
ね
一
〇
年
で
改
訂

さ
れ
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
か
ら
実
施
さ
れ
た

人
権
コ
ラ
ム「
き
ず
な
」
㊺

タ
オ
ル
も
絞
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
？
佐
久
間
敦
史

　
　
（
大
阪
教
育
大
学
）

　

今
日
の
児
童
に
は
日
常
生
活
に
必
要
な

習
慣
や
生
活
技
能
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
あ
い
さ
つ
や

整
理
・
整
と
ん
が
で
き
な
い
し
、
ま
た
、

果
物
の
皮
も
む
け
な
け
れ
ば
、
タ
オ
ル
も

絞
れ
な
い
児
童
が
増
え
て
き
て
い
る
。

南
河
内
環
境
事
業
組
合
職
員
追
加
募
集

職
種　

技
術
職
上
級
（
電
気
ま
た
は
機
械
）

募
集
人
数　

２
人
程
度

受
験
資
格

　

昭
和
63
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

で
、
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
に
お
い
て

電
気
又
は
機
械
を
専
攻
し
、
卒
業
ま
た
は
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、

も
し
く
は
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒

業
ま
た
は
卒
業
見
込
み
の
人
で
、
第
３
種
電

気
主
任
技
術
者
の
資
格
を
有
す
る
人

第
１
次
試
験
日
お
よ
び
試
験
内
容

　

２
月
19
日（
日
）

　

教
養
試
験
、
集
団
面
接
試
験
、
適
性
検
査

申
込
書
の
交
付

　

組
合
総
務
企
画
課
で
２
月
10
日（
金
）ま
で

交
付

※�

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

受
付
期
間

　
２
月
10
日（
金
）ま
で
に
組
合
総
務
企
画
課
へ

（
郵
送
の
場
合
は
２
月
８
日（
水
）の
消
印
有
効
）

※�

申
込
書
の
交
付
、受
付
、問
い
合
わ
せ
は
、月

～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

〈
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〉

　

〒
５
８
４-

０
０
５
４

　

富
田
林
市
大
字
甘
南
備
２
３
４
５
番
地

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
総
務
企
画
課

　

☎
㉝
６
５
８
４

　

�http://w
w
w
.m
inam

ikaw
achi- kankyo.

or.jp/南
河
内
環
境
事
業
組
合
の

入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
付
け

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、
平
成
29
年

度
の
建
設
工
事
や
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
な
ど
の
業
務
へ
の
入
札
参
加
資
格
申
請

の
中
間
受
付
け
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
平
成

27
・
28
年
度
に
受
付
け
し
た
も
の
は
提
出
の

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
有
効
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
３

月
31
日（
１
年
間
）

提
出
要
領
配
布　

２
月
14
日（
火
）ま
で（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）。

配
布
場
所
は
、
南
河
内
環
境
事
業
組
合
第
１

清
掃
工
場（
富
田
林
市
大
字
甘
南
備
２
３
４

５
番
地
）。な
お
、組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〔http://

w
w
w
.m
inam

ikaw
achi-kankyo.or.jp

〕

か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
請
書
提
出
方
法　

申
請
書
提
出
要
領
に
基

づ
き
作
成
し
、
郵
送
の
み
受
付
け
し
ま
す
。�

（
〒
５
８
４-

０
０
５
４　

富
田
林
市
大
字
甘

南
備
２
３
４
５
番
地
）

受
付
期
間　

２
月
１
日（
水
）～
14
日（
火
）

（
消
印
有
効
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
南
河
内
環
境
事
業
組
合
総

務
企
画
課　

☎
㉝
６
５
８
４

気
象
・
住
居
な
ど
の
環
境
に
よ
っ
て
、
音
声
が
反
響
し
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
放
送
を
聞
き
逃
し
た
、
放
送
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
は

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』
で
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
※
録
音
さ
れ
た
内
容
は
、
一
定
時
間
で
消
去
さ
れ
ま
す
。

『
防
災
行
政
無
線
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
』

☎
�
１
３
８
８
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託
児
つ
き
！
「
女
性
の
た
め
の

お
し
ご
と
応
援
フ
ェ
ア
」

　

こ
れ
か
ら
働
き
た
い
女
性
や
よ
り
よ
い
職

場
環
境
を
求
め
る
女
性
を
対
象
と
し
た
セ
ミ

ナ
ー
と
就
労
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

�

２
月
28
日（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時
15
分

場
所　

�

す
ば
る
ホ
ー
ル

　
　
　
（
富
田
林
市
桜
ケ
丘
２-
８
）

内
容　

①
セ
ミ
ナ
ー
（
講
師
：
松
尾　

久
美
子
氏
）

・
第
１
部
（
午
後
１
時
～
２
時
30
分
）

　

�

見
た
目
も
中
身
も
色
で
変
え
よ
う
！
輝
く

女
性
に
な
る
た
め
の
「
お
し
ゃ
れ
講
座
」

・
第
２
部
（
午
後
２
時
45
分
～
４
時
15
分
）

　

�

ブ
ラ
ン
ク
を
感
じ
さ
せ
な
い
！
今
日
か
ら

使
え
る
「
職
場
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
＆

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
」

②�

女
性
の
た
め
の
就
労
相
談（
午
後
１
時
～
、

２
時
～
、
３
時
～
）

　

１
回
50
分
の
個
別
相
談
で
す
。

定
員

①
30
人
（
要
予
約
）

②
３
人
（
各
時
間
１
人
）（
要
予
約
）

※
空
き
が
あ
れ
ば
当
日
参
加
も
可
。

予
約
受
付　

２
月
６
日
（
月
）
か
ら

〈
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
〉

　

富
田
林
市
商
工
観
光
課

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
４
８
１
）

　

ま
た
、
大
阪
府
総
合
労
働
事
務
所
の
職
員

に
よ
る
労
働
相
談
（
予
約
不
要
）
も
同
時
に

開
催
し
ま
す
。
賃
金
カ
ッ
ト
、
職
場
に
お
け

る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
相
談
の
あ

る
人
は
お
越
し
く
だ
さ
い
。

消
費
者
啓
発
講
座
～「
ク
イ
ズ
で
学
ぶ
！

お
も
し
ろ
消
費
者
講
座
」
～

　

消
費
者
と
し
て
適
切
な
知
識
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
啓
発
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
ど
な

た
で
も
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

２
月
15
日（
水
）

　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所　

く
す
の
き
ホ
ー
ル
２
階
第
１
会
議
室

内
容　

・
新
し
く
な
っ
た
洗
濯
表
示
を
覚
え
よ
う
！

・�

富
田
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら

れ
て
い
る
事
例
紹
介

・�

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
、
広
が
ら
な

い
た
め
の
対
処
法
な
ど

・
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
に
つ
い
て

・
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て

講
師　

富
田
林
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

消

費
生
活
相
談
員

定
員　

30
人
（
事
前
申
込
不
要
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
富
田
林
市
商
工
観
光
課

　

☎
㉕
１
０
０
０
（
内
線
４
８
２
）

※�

な
お
、
千
早
赤
阪
村
・
富
田
林
市
・
太
子
町
・

河
南
町
の
消
費
者
相
談
は
「
富
田
林
市
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
ま
す
。

２月は

洗剤　お風呂　洗い物　ちょっとの工夫で　きれいな川に

＆大和川流域水質改善強化月間
　大和川の水の汚れの原因の約７割がトイレや台所、お風呂、洗濯など日常生活から出る「生活排水」です。
この生活排水の影響は、河川流量が減少する冬期に大きくなります。
　大阪府では２月を「生活排水対策推進月間」、大和川流域では「水質改善強化月間」とし、
ご家庭からの生活排水をできるだけ汚さずに流すための工夫を呼びかけています。

みなさんに心がけてほしいこと！！

◆�食器や鍋の汚れは、紙などで拭き取ったり、ヘラでかき取ってから洗いましょう。
◆�味噌汁、スープ、飲み物などは必要な分だけつくり、残り物を流さないようにし
ましょう。
◆�油は使い切る工夫をし、捨てる場合は、流しに流さずに新聞紙に吸い込ませたり、
固形化するなどしましょう。
◆石けん、洗剤、シャンプーなどは適量を使いましょう！

　下水道や合併浄化槽等を利用していても、これらの取組は、処理施設への負担を減らすためにも有効です。

大阪府環境農林水産部　環境管理室　☎06（6210）9585
【大阪府生活排水対策に関するホームページはこちら】
http://www.pref.osaka.jp/kankyohozen/sei-hai/
【国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所のホームページはこちら】
大和川河川事務所

大阪府　生活排水 検索

検索

大阪府広報担当副知事
もずやんと家族
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新
成人　おめでとうございます

新規墓石工事、墓石建替え工事～墓じまい（お墓の引越し）まかせて安心！

株式会社メモリアルアートの大野屋　南大阪営業所　０１２０－６１－３３８８（通話料無料）
〒 585-0041　大阪府南河内郡千早赤阪村水分 851　℡ 0721-72-1115 ／ Fax　0721-72-1119

『墓じまい』と聞くと今あるお墓を撤去し、更地に戻す。お墓を持たない新しい選択と思っていませんか？？

実は『墓じまい』はお墓の引越しを行う上での流れの一つです。

今あるお墓に納めているご遺骨、お墓を撤去した後は合葬墓や樹木葬へと、

お考えになる方も多いかと思います。『墓じまい』を終え、

新しい埋葬先へご遺骨を納めることを改葬（お墓の引越し）と言います。

『お墓』について、ご一緒に考えませんか？お気軽にお問い合わせ下さい。

広 告

〉
せ
わ
合
い
問
の
載
掲
告
広
〈　

課
務
総

▲　　　　　　
誓いの言葉
大橋勇輝さん

▲　　　　　　
お礼の言葉
内田祐加さん

▼先輩、新成人と一緒に

◀
ツ
ル
ビ
ル
と
熱
唱
▶

　１月９日、くすのきホールで成人式が開催され、新成人43名（うち男子22名、女子16名、村外3名、計
41名が式典出席）が大人の仲間入りをしました。
　式典では、松本村長はじめ多くの人が新成人の門出を祝福し、新成人の中から推薦で選ばれた大橋勇輝
さんと内田祐加さんが誓いの言葉とお礼の言葉を読み上げました。
　第２部のアトラクションでは、地元出身の音楽グループ「ツルビル」と新成人が一体となり『村唄』を
熱唱し、村立中学校吹奏楽部は『ふりそでーしょん』他２曲と、この日出席の卒業生、新成人とともに『宝
島』を演奏するなど、大変盛りあがりました。
　記念撮影後、ロビーや玄関前で互いに写真を撮りあい、仲間との久しぶりの再会を楽しんでいました。

新
成人　おめでとうございます

平成29年　千早赤阪村成人式
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「金剛山天空テラス」がオープンしました！
　12月23日に、金剛山ロープウェイ金剛山駅で見晴らしの良い「金剛山天空テラス」がオープンし、金剛山
の新たな観光スポットに仲間入りしました。絶景で爽快な風を感じることができます。

〈問い合わせ〉観光・産業振興課

小型動力ポンプ積載車配備式
　村消防団の各分団に配備されている小型動力ポンプ積載車（消防車）を２台更新しました。
　12月４日、役場において消防車両の配備式が行われ、松本村長から秋山団長へ、秋山団長から第２・第３
分団員に鍵が手渡されました。

14



・近況は・・・
　桃山学院大学で外国語や国際文化について学
んでいます。
・趣味は・・・
　音楽鑑賞です。幅広い世代やジャンルの音楽
を聴きます。
・夢は・・・
　音楽に関わる仕事がしたいです。
・最近、楽しいと思ったことは・・・
　友だちと、とあるマーケットイベントに行き、
その帰りに古着屋を巡りました。
　とても充実した１日でした。
・思い出のアルバムから・・・

・千早赤阪村について・・・
　緑が豊かで、居心地がとても良いです。
　自分にとって自慢の場所です。
・次号は・・・
　中学校の同級生の山本実里さんです。
・山本さんへメッセージを・・・
　久しぶり！また、吹部のみんなで集まろ！
（笑）　

東阪　 清  井 　 義  喬 さん
＜19歳　うお座＞

YoshitakaKiyoi

中学生の「税についての作文」表彰
　12月16日、村立中学校で「税についての作文」の入選
者表彰が行われました。
　村 長 賞　山下　諒馬さん（写真右から２番目）
　教育長賞　淺井　　空さん（写真中央）
　南河内納税貯蓄組合連合会会長賞　　　　　
　　　　　　山下　裕人さん（写真左から２番目）

森屋　うえの　りくと　くん
（　植　野　颯　斗　）

　　　　　　　　　　　　　　平成23年５月21日生まれ

	 うえの　りんか　ちゃん
（　植　野　凜　花　）

　　　　　　　　　　　　　　平成25年１月20日生まれ
どんどんわがままになるけど、いつまでも元気でやさしい
りんちゃんでいてネ。

　父・拓馬さん　母・月子さん

３歳の時に家族で沖縄へ旅行に行った
ときの写真です。

303
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ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

人 の 動 き
村国保診療所の診療時間について

•村国保診療所　水分195－１（保健センター内）☎�0038
　午前診　（月）～（金）午前９時～正午
　午後診　（火・金）　午後４時30分～６時30分
•村国保千早診療所　千早184－１　☎�0240
　午後診　（火・金）　午後２時～４時

名　　　　　　称 連絡先・時間など

休 日 診 療

内科・歯科
休日診療所　☎㉘1333
富田林市向陽台１－３－38
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 科
富田林病院　☎㉙1121（代表）
富田林市向陽台１－３－36
午前９時～11時30分／午後１時～３時30分

小 児 夜 間 救 急
（当番病院紹介）

富田林市消防署　☎㉓9919
午後８時～翌朝８時（１年中）
土・日・祝・年末年始は午後４時から

救急安心センターおおさか ＃7119または☎06（6582）7119
24時間対応（１年中）

大阪府小児救急電話相談
（受診するかどうかの判断の参考に）

＃8000または☎06（6765）3650
午後８時～翌朝８時（１年中）

大阪府救急医療情報センター
（各科医療機関の診療状況照会）

☎06（6693）1199
24時間対応（１年中）

「こどもの救急」ホームページ
（受診するかどうかの判断の参考に） http://kodomo－qq.jp/

保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
�
０
０
６
９

種　　　類 月　日 受　付 対　　象

広
場
・
講
習

のびのびげんきひろば
（ai♡げんきの出張ひろば）

２月６日・13日・
20日・27日・
３月６日㈪

午前10時
～11時30分

就学前の乳幼児と
保護者

な か よ し 広 場
（親と子の交流会）

２月15日㈬

午前10時
～11時30分

０歳～幼稚園入園前
の乳幼児と保護者

あ か ち ゃ ん 広 場
（交流会・相談）

午前10時
～11時30分

０～１歳頃までの
乳幼児と保護者

離 乳 食 講 習 会
（あかちゃん広場に併設）

午前10時30分
～11時45分

１歳頃までの乳幼児
の家族

相　
　

談

無料 弁護士相談・
保健師こころの相談 ２月10日㈮

午後２時～
（要予約、1人30分程度）
（初回の人優先）
（プライバシーは守ります）

借金・家庭・労働問
題など法律相談を希
望する人
（同日に身体やこころ
の相談も行います）

保健師による健康相談
（電話・来庁） ２月21日㈫ 午前10時～正午

（来庁の場合要予約）
健康・育児・介護など
相談を希望する人

個別健康栄養相談 ２月24日㈮ 午後１時30分～
（要予約）

食事療法が必要な人、
健康のため食生活を改
善したい人

　※個別禁煙相談は希望に応じて随時実施します（要予約）

休日・夜間の医療機関など

この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙

�
発

行
／

千
早

赤
阪

村
役

場（
〒

585−
8501大

阪
府

南
河

内
郡

千
早

赤
阪

村
大

字
水

分
180番

地
） 

　
　

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://w

w
w

.vill.chihayaakasaka.osaka.jp/
�

編
集

／
総

務
課

　
☎

 0721−
72−

0081　
 0721−

72−
1880 

  2017.2 N
o.517

 
E−

m
ail　

iken@
vill.chihayaakasaka.lg.jp

も え る ご み
（火・金曜日）

２月３日（金）・
７日（火）・10日（金）
14日（火）・17日（金）
21日（火）・24日（金）
28日（火）
３月３日（金）

粗 大 ご み
（第１水曜日）

２月１日（水）
３月１日（水）

プラスチック製容器包装
（第２・４木曜日）

２月９日（木）
　　23日（木）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日） ２月16日（木）

空カン・空ビン
（第４水曜日） ２月22日（水）

各地区ミゼット車 ２月16日（木）予定

森屋、水分、川野邉、二河原邉
桐山、小吹、吉年 ２月27日（月）予定

千早、東阪、中津原 ２月28日（火）予定

心配ごと ２月２日（木）
３月２日（木）

児　　童 ２月２日（木）
３月２日（木）

行　　政 ２月２日（木）
３月２日（木）

人　　権

毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時
住民課　☎�0081
（※河南町・太子町役場でも相談可）
河南町住民生活課☎�2500
太子町住民人権課☎�5515
いずれも予約不要。電話相談可。

時間　午後１時～３時
場所　保健センター１階（相談室）

総人口　5,497人（－９）
　男　　2,609人（－５）
　女　　2,888人（－４）
世帯数　2,352戸（＋１）

12月末日現在、（�　）�は対前月比

就　　労
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
観光・産業振興課

ごみは、午前７時までに必ず出しましょう

教　　育
毎日（土日祝、年末年始を除く）
午前９時～午後５時30分
教育委員会事務局教育課

広場＆相談など


